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原　著

モーツァルトの《声楽のためのソルフェージュ  Solfeggien für eine 
Singstimme K.393(385b)》の「断片  Fragment」と

オペラ《ルーチョ・シッラ  Lucio Silla K.135》のジューニアのアリア

西南女学院大学保健福祉学部福祉学科

金谷　めぐみ

＜要　旨＞
　 モ ーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-1791）の《 ソルフェージュと声 楽 練 習 Solfeggien und 
Gesangsübungen K.-V.393》（ 以下《 ソルフェージュ》） の 全５曲（Solfeggio １,- ２,- ３, -Fragment, および
Esercizio per il canto）を読譜、歌唱、録音（CD の作成）を行った。その上で、  《ソルフェージュ》以前に作曲され
たオペラ《見てくれのばか娘 La finta semplice K.51（46a）》、  《ポントの王ミトリダーテ Mitridate, re di Ponto K.87

（74a）》、《アルバのアスカニオ Ascanio in Alba K.111》、《シピオーネの夢 Il Sogno di Scipione K.126》、《ルーチョ・
シッラ Lucio Silla K.135》および  《イドメネオ Idomeneo K.366》の楽譜（ヴォーカルスコア）のアリアの読譜と CD
の聴取を行い、《ソルフェージュ》との関係を検討した。
　《ソルフェージュ》の「断片 Fragment」（以下「断片」）の旋律 14-17 小節が、オペラ《ルーチョ・シッラ》のジュー
ニアのアリア「ああ、いとしい人の怖ろしい危険を思うと Ah, se il crudel periglio」の旋律 170-173 小節と同じ旋
律であったことを見出した。しかし、このアリアの旋律は、「断片」においては、妻コンスタンツェが歌うことを想定
し、短３度（３音）低く書かれていた。このことは、モーツァルトが「断片」の楽譜の右肩に「わが愛しのコンスタンツェ
のために per la mia cara Costanza」と記しており、モーツァルトが妻コンスタンツェの声を考慮したことによるもの
と推察された。

キーワード：モーツァルト、ソルフェージュ、断片、ルーチョ・シッラ、コンスタンツェ

1．はじめに

　モーツァルト（Wolfgang Amadeus Mozart, 1756-
1791）が妻コンスタンツェ（Constanze Mozart, 1762-
1842）のために書いた《 声楽のためのソルフェージュ 
Solfeggien für eine Singstimme K.393（385b）》 １）

がある（以下《ソルフェージュ》と略）。この《ソ
ルフェージュ》の楽譜は、1956 年、スワロフスキー

（Hans Swarowsky, 1899-1975）２）によって編集され、
ユニヴァーサル社より『ソルフェージュと声楽練習 
Solfeggien und Gesangsübungen K.-V. 393』 と い
う表題で出版され、「ソルフェージュ１  Solfeggio １」、

「ソルフェージュ２  Solfeggio ２」、「ソルフェージュ

３  Solfeggio ３」、「ソルフェージュ - 断片 Solfeggio-
Fragment」、「声楽練習 Esercizio per il canto」の５曲
が収められている。スワロフスキー２）は、この《ソル
フェージュ》とモーツァルトが作曲したオペラの登
場人物のアリアとの関係について、その序文の中に以
下のことを記している。すなわち、この《ソルフェー
ジュ》にはモーツァルトのオペラの登場人物コンス
タンツェ《後宮からの誘拐 Die Entführung aus dem 
Serail K.384》（1782）、伯爵夫人《フィガロの結婚 
Le Nozze di Figaro K.492》（1786）、 ド ン ナ・ ア ン
ナ、ドンナ・エルヴィラ《ドン・ジョヴァンニ Don 
Giovanni K.527》（1787）、フィオルディリージ、ドラ
ベッラ《コシ・ファン・トゥッテ Cosi fan tutte K.558》
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（1790）、また、夜の女王《魔笛 Die Zauberflöte K.620》
（1971）を歌うのに必要なテクニックをすべて含んで

いる。
　著者は、モーツァルトの声楽曲の演奏には、この《ソ
ルフェージュ》のマスターが重要と考え、《ソルフェー
ジュ》全曲の読譜と歌唱を行い、録音（CD の作成）※

を行った。その上で、スワロフスキーが論じた《ソル
フェージュ》と関係のあるアリアは、この《ソルフェー
ジュ》作曲以降の作品であり、著者は、《ソルフェー
ジュ》作曲以前のモーツァルトのオペラ作品より６つ
のオペラのアリアと《ソルフェージュ》の関係を検討
した。すなわち、オペラ《見てくれのばか娘 La finta 
semplice K.51（46a）》（1768）、《 ポントの王ミトリ
ダーテ Mitridate, re di Ponto K.87（74a）》（1770）、

《アルバのアスカニオ Ascanio in Alba K.111》（1771）、
《シピオーネの夢 Il Sogno di Scipione K.126》（1771）、
《ルーチョ・シッラ Lucio Silla K.135》（1772）、およ

び《イドメネオ Idomeneo K.366》（1780-81）の楽譜
（ヴォーカルスコア）３）−８）から、アリアの読譜と楽曲
（CD）９）− 14）の聴取を行い、《ソルフェージュ》の旋律

と《ソルフェージュ》作曲以前のオペラアリアの旋律
との関係を検討した。
　《ソルフェージュ》の「断片 Fragment」（以下「断
片」）の旋律に、オペラ《ルーチョ・シッラ》のジュー
ニアのアリア「ああ、いとしい人の怖ろしい危険を思
うと Ah, se il crudel periglio」（以下、原語を省略）
の旋律に一致する部分を見出したので、この旋律を報
告し、その声楽上の意義について考察した。

２．研究の対象

　本研究には、モーツァルトにより作曲された《ソ
ルフェージュ》１）を、スワロフスキーが編集し、ア
イブナー（Franz Eibner, 1914-1986）が伴奏パート
を補筆して、1956 年にユニヴァーサル社から出版さ
れた『ソルフェージュと声楽練習 Solfeggien und 
Gesangsübungen K.-V.393』２）、モーツァルトのオペ
ラ《見てくれのばか娘 La finta semplice K.51（46a）》

（1768）、《ポントの王ミトリダーテ Mitridate, re di 
Ponto K.87（74a）》（1770）、《アルバのアスカニオ 
Ascanio in Alba K.111》（1771）、《シピオーネの夢 I l 
Sogno di Scipione K.126》（1771）、《ルーチョ・シッ
ラ Lucio Silla K.135》（1772）、および《イドメネオ 
Idomeneo K.366》（1780-81）の６つのオペラの楽譜

（ヴォーカルスコア）３）−８）と楽曲（CD）９）− 14）を研究
の対象とした。

３．研究の方法

　モーツァルトの《ソルフェージュ》２）を著者は読譜
し、演奏し、モーツァルトの《ソルフェージュ》作
曲以前の６つのオペラ《見てくれのばか娘 La finta 
semplice K.51（46a）》（1768）、《ポントの王ミトリ
ダーテ Mitridate, re di Ponto K.87（74a）》（1770）、

《アルバのアスカニオ Ascanio in Alba K.111》（1771）、
《シピオーネの夢 I l Sogno di Scipione K.126》（1771）、
《ルーチョ・シッラ Lucio Silla K.135》（1772）、およ

び《イドメネオ Idomeneo K.366》（1780-81）の楽譜
（ヴォーカルスコア）３）−８）を読譜し、そのオペラの演
奏を録音した CD ９）− 14）の聴取を行い、《ソルフェー
ジュ》の旋律とアリアの旋律との関係、すなわち、《ソ
ルフェージュ》の旋律が、《ソルフェージュ》作曲以前
の上記６つのオペラのアリアの中に存在するか否かを
検討した。

４．結　果　

　モーツァルトの《ソルフェージュ》と《ソルフェー
ジュ》以前に作曲されオペラ《見てくれのばか娘 La 
finta semplice K.51（46a）》（1768）、《ポントの王ミ
トリダーテ Mitridate, re di Ponto K.87（74a）》（1770）、

《アルバのアスカニオ Ascanio in Alba K.111》（1771）、
《シピオーネの夢 I l Sogno di Scipione K.126》（1771）、
《ルーチョ・シッラ Lucio Silla K.135》（1772）、およ

び《イドメネオ Idomeneo K.366》（1780-81）の楽譜
（ヴォーカルスコア）３）−８）から、アリアの読譜と、その

演奏を録音した CD９）−14）の聴取を行い、《ソルフェー
ジュ》とアリアの旋律を比較検討した結果、《ソル
フェージュ》の「断片」の 14-17 小節【楽譜１】と、
オペラ《ルーチョ・シッラ》のジューニアのアリア

「ああ、いとしい人の怖ろしい危険を思うと」の 170-
173 小節【楽譜２】が同じ旋律であったことが見出さ
れた。1772 年に作曲されたオペラ《ルーチョ・シッ
ラ》のジューニアのアリアは、この役を初演した女性
歌手アンナ・ルチア・デ・アミーチス（Anna Lucia 
de Amicis, 1733 頃 -1816）のためにモーツァルトが書
いた非常に技巧的な曲であり15）− 17）、このアリアのな
かにある長大なコロラトゥーラの旋律の一部（170-173
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小節）が、10 年後、モーツァルトが声楽家の妻コンス
タンツェのために書いた 《ソルフェージュ》の「断片」
には、短三度（３音）低く書かれていた。アミーチス
の声と優れた歌唱能力に合うように作曲したアリア、
その最も技巧的な旋律の一部を、コンスタンツェのた
めに、彼女の声域と歌唱力に合わせて「断片」に書い
たものと推察される。合致している部分の旋律を【楽
譜１】および【楽譜２】に示す。

５．考　察

　モーツァルトの《ソルフェージュ》の「断片」の
中にオペラ《ルーチョ・シッラ》のジューニアのア
リアと一致する旋律を著者は見出した。両者の関係
について情報検索オンラインデータベース CiNii、
EBSCOhost-RILM, IPM, RIPM, お よ び RISM を
用いて文献検索を行ったが、両者の関係を示す文献は
見出されなかった。
　《ソルフェージュ》の「断片」の自筆譜には、モー
ツァルト自筆の「わが愛しのコンスタンツェのために 
Per la mia cara Costanza」の言葉と、この「断片」
の自筆譜をコンスタンツェから買った出版社のアンド
レ（Johann Anton Andre, 1775-1842）によって記入
された「1782」という作曲年が記されている 18）。
　モーツァルトは 1783 年、若き 20 歳の妻コンスタ
ンツェとの結婚を誓って《ハ短調ミサ K.427（417a）》
を作曲した。コンスタンツェが歌った《ハ短調ミサ》
のソプラノ・ソロ「クリステ・エレイソン（Christe 
eleison 主よ憐れみたまえ）」の旋律は、「ソルフェー
ジュ２  Solfeggio ２」（以下「ソルフェージュ２」）の
旋律とほぼ同じであることが知られている１）, ２）。その
ため、この「ソルフェージュ２」は、やがて行われる
ミサの演奏に際し、コンスタンツェのために用意され、
彼女が《ハ短調ミサ》のソプラノ・ソロを歌うための

練習曲として書かれたといわれている２）, 19）−21）。ただし、
「ソルフェージュ２」の旋律はヘ長調で書かれ、変ホ長

調で書かれた「クリステ・エレイソン」の旋律より長
２度、すなわち１音高い。
　スワロフスキー２）は、この《ソルフェージュ》の意
義は、《ハ短調ミサ》との関係の他に、モーツァルト
のオペラ《後宮からの誘拐》（1782）のコンスタン
ツェ、《フィガロの結婚》（1786）の伯爵夫人、《ド
ン・ジョヴァンニ》（1787）のドンナ・アンナとドンナ・
エルヴィラ、《コシ・ファン・トゥッテ》（1790）のフィ
オルディリージ、ドラベッラおよび《魔笛》（1791）
の夜の女王を歌うのに必要なテクニックをすべて含
んでいることである、と記している。この度の研究で
著者は、スワロフスキーの記述にないオペラのひと
つ《ルーチョ・シッラ》と《ソルフェージュ》の旋
律に一致する４小節を見出した。
　《ソルフェージュ》との関係が見出されたオペラ

《ルーチョ・シッラ》は、1772 年 12 月 26 日にミラノ
大公宮廷ドゥカーレ劇場（Teatro Region Ducale）
で初演され、1773 年１月 23 日までに 26 回の上演を
重ねたほど大成功を収めた。モーツァルト 16 歳のと
きに書かれたこのオペラは、偉大な英雄的人物を中心
とした人間の羨望や嫉妬、陰謀や猜疑の要素が混在し
ている。そのストーリーは、紀元前のローマを舞台に
している。独裁執政官ルーチョ・シッラがローマから
追放した元老院議員のチェチーリオの婚約者ジューニ

【楽譜 1】モーツァルト《ソルフェージュと声楽練習 Solfeggien und Gesangsübungen K.-V.393》２）

の「断片　Fragment」の 14-17 小節

4
4

4
4

【楽譜 2】モーツァルト　オペラ《ルーチョ・シッラ　Lucio Silla K135》７）のジューニアのアリア　　
　　　　 「ああ、いとしい人の怖ろしい危険を思うと Ah, se il crudel periglio」の 170-173 小節
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アに思いを寄せ、無理やり彼女に結婚を迫る。しか
し、ジューニアは断固として拒否する。チェチーリオ
の友人でシッラの腹心でもあるチンナの取り計らいで
密かにローマに戻ったチェチーリオはジューニアと再
会し、シッラへの復讐を誓う。シッラがジューニアと
の結婚を公言した場にチェチーリオが現れ、剣を抜く。
死刑を命ぜられたチェチーリオと自ら命を絶とうとす
るジューニア。しかし一転してシッラは、妹チェーリ
アの説得もあり、チェチーリオを許し、ジューニアと
の結婚を認める。そしてシッラはチンナを愛する彼の
妹チェーリアと彼を結ばせ、シッラを全員が讃えて、
大団円となる 22）。
　このオペラの第二幕の第 11 曲でジューニアが歌う
ソプラノのアリア「ああ、いとしい人の怖ろしい危険
を思うと」は、チェチーリオの身の危険を案じ、その
友人チンナの助けを願うもので、全体を通してコロラ
トゥーラのパッセージが挿入された非常に技巧的な
曲である。ジューニア役を初演した、当時 32 歳頃の
プリマ・ドンナ、アンナ・ルチア・デ・アミーチス
の非常に高かった歌唱能力を示す記述がある。モー
ツァルトの父レーオポルト（Johann Georg Leopold 
Mozart, 1719-1787）が 1772 年、ザルツブルグの妻に
宛てた手紙 15）に「ヴォルフガングは彼女の主要アリ
アを、新しくて、まったくびっくりするくらいむずか
しいパッセージをつけて作りました。彼女はこのアリ
アをみんなが驚嘆するにちがいないくらい素晴らしく
歌います。それに私たちは彼女ととても仲が良く、打
ち解けています」。また、「アミーチスは私たちの大の
仲よしで、天使のように歌い、演じます」と記してい
る。後にモーツァルトはこのアリアについて「デ・ア
ミーチスのためのぼくのアリアはおそろしくむずかし
いパッセージがいくつもあるのです」16）と記している。
アミーチスのために書いたこのアリアは、その後何年
にもわたって、モーツァルト自身がそれを持ち回って
何度も個人的に聴かせることを望んだ 17）。モーツァル
トのその思いは、妻コンスタンツェに歌わせることに
もあったと著者は察する。
　著者は《ソルフェージュ》の「断片」の中の旋律

【楽譜１】と同じ旋律を、オペラ《ルーチョ・シッ
ラ K.135》のジューニアのアリア「ああ、いとしい
人の怖ろしい危険を思うと」【楽譜２】の中に見いだ
した。この旋律は、ジューニアの苦悩と悲痛な心情が
劇的に歌われる長大なコロラトゥーラ音型の一部で、
モーツァルト父子が手紙に記しているように「おそろ
しくむずかしいパッセージ」として書かれた。オペ

ラ《ルーチョ・シッラ》のジューニアのアリアのこの
旋律は、「断片」においては短３度（３音）低く挿入さ
れている。すなわち、このことによって最高音が三点
ハから二点イになり３音も低くなる。この音程は、《ハ
短調ミサ》の「クリステ・エレイソン」と「ソルフェー
ジュ２」で示された１音の差よりもより広い音程であ
り、コンスタンツェの声種と歌唱力を考慮して書かれ
たと著者は推察する。
　《ソルフェージュ》の「 断片」は、ハ長調の１オク
ターブの音階で始まり、変化記号により徐々に複雑な
音階を経て、14-17 小節にジューニアのアリアの旋律
が提示される【楽譜１】。第二括弧からホ長調へ転調
するが、残念なことに「断片」はこの音楽的に緊迫し
た旋律の途中で途絶え、未完となっている。
　17 世紀から 18 世紀の時代において歌手は、声楽教
師（多くは作曲家）が即興で作曲するソルフェージュ
を用いて、旋律の調を変えながらあらゆる音型を自在
に歌う訓練によってテクニックを獲得した。そして教
師は、オペラのアリアを特定の歌手のために、彼らの
優れた声を生かす曲を作曲した 23）。このような時代に
おいてモーツァルトは三度もイタリアを訪れ、多くの
歌手と交流をもち、歌手の声を聴いて「服がぴったり
と合うように」作曲を行った 24）。ジューニアを初演し
たアミーチスの声を知って作曲したこのアリアは、彼
女の優れた声と歌唱力を遺憾なく発揮させるよう考慮
したものと思われる。この《 ソルフェージュ 》の「断
片」の自筆譜の右肩にはあらためて「わが愛しのコン
スタンツェのために Per la cara mia Costanza」と書
かれており、以上の記述からもジューニアのアリアの
旋律よりも３音低くしたことは、コンスタンツェの声
質を配慮して書いたものと著者は推察する。
　ペトロベッリ 18）（Pierluigi Petrobelli, 1932-2012）
は、2012 年の論文に《ソルフェージュ》の「断片」の
手稿譜がヴェルディ館に存在すること、そしてこの手
稿譜の辿ってきた数奇な運命を報告しており、その詳
細は著者らの総説：「モーツァルトの《声楽のためのソ
ルフェージュ Solfeggien für eine Singstimme K.393

（385b）》作曲、出版の経緯、声楽曲との関係および声
楽上の意義」に記した 25）。
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脚　注
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The “Fragment” in Mozart’s “Solfeggien für eine Singstimme K.393（385b）”
and Giunia’s Aria in His Opera, “Lucio Silla K.135”

Megumi Kanaya

＜Abstract＞

     The author perused all five scores of vocal études（‘Solfeggio 1,2,3,Fragment’, and ‘Esercizio per 
il canto’）in “Solfeggien und Gesangsübungen K.V.393” (hereafter written as “Solfeggien”) composed 
by Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791), and sang them to record on a CD. Then, the author also 
perused the vocal scores of the arias in such operas as “La finta semplice K.51 (46a) ”, “Mitridate, re 
di Ponto K.87 (74a) ”, “Ascanio in Alba K.111”, “Il Sogno di Scipione K.126”, “Lucio Silla K.135”, 
and “Idomeneo K.366”, (which were composed earlier than “Solfeggien” by him), listened to their 
CDs, and examined the relationship between them and “Solfeggien”. 
     The author found out that the 14-17 bars of the melody in “Fragment” of “Solfeggien” were the 
same as the 170-173 bars of the melody in Giunia’s aria, ‘Ah, se il crudel periglio’ in the opera, “Lucio 
Silla K.135”. But this melody of the aria in “Fragment” was written to be a minor third lower than in 
the case of the opera, since this was assumed to be sung by his wife Constanze. As Mozart added ‘per 
la cara mia Costanza’ at the upper right corner of the score in “Fragment”, it is surmised that this 
was done through his consideration of the condition of his wife Constanze’s voice.

Keywords: Mozart,“Solfeggien”, “Fragment”, “Lucio Silla”, Constanze

Department of Welfare, Faculty of Health and Welfare, Seinan Jo Gakuin University


